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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 パレスチナ／イスラエル地域を対象とした研究は国内でも数多いが、本論文は、日本人による地理
学的研究として稀有な論考であり、政治地理学的研究としてもおそらく戦後初めてのものであり、そ
の意義を高く評価できる。また、シオニズム運動に関する研究の多くが世俗的な労働シオニストを対
象としていることに対して、本論文はこれまで十分に検討されてこなかった民族宗教派シオニストの
イデオロギーと入植活動に焦点を当てており、その点で独自性が非常に高い。方法論的には、数度か
つ長期のヨルダン川西岸地区滞在を通して、ユダヤ人入植地での丹念なインタビューとフィールドワ
ークそして日・英・ヘブライ・アラビアの四言語にわたる文献資料の渉猟をベースとしており、今野
氏の卓越した研究能力がいかんなく発揮された論考である。 
 本論文の構成は、導入となる序章、先行研究の展望と課題設定からなる第 1章、イスラエルによる
パレスチナの占領と入植の歴史的経緯を詳述した第 2章、民族宗教派の死と死者をめぐる語りについ
て墓碑を中心に考察した第 3章、民族宗教派と世俗派が混住する入植地の実態を描いた第 4章、そし
て民族宗教派の入植の政治地理学的意味を集約した結論からなる。現地調査からなる章が二章という
点では、地理学分野の博士論文として実証部分がやや物足りないが、各章の記述には厚みがあり、紛
争地帯の軍事的緊張を伴う入植地での調査の困難性を鑑みても、現時点でのパレスチナ／イスラエル
問題の隠れた局面を描出した大変貴重な研究成果と言える。 
 本論部分を構成する第 1章は、パレスチナ／イスラエルの事例を中心に、紛争地における宗教と政
治に関する地理学的研究を子細に展望・論評し、本論全体に関わる研究課題を浮き彫りにしている。
論述内容に体系性と開拓・植民地研究への目配りをやや欠くものの、日・英・ヘブライ・アラビアの
四言語にわたる先行研究を渉猟する中で、政治研究における宗教への着目の重要性が説得的に論じら
れており、今野氏の文献読解力と批判的評論の非凡さがうかがえる。 
 第 2章で論じられるイスラエルの占領と入植政策は、主として既往研究に依拠しており、政治地理
学というよりイスラエルの占領・入植の史的考察が展開される。その点で全編がオリジナリティに富
む考察とまでは言えないが、第三章以降の実証研究部分に対する基本的な歴史的・地政学的文脈を詳
説しており、本論文を理解する上で重要なバックグラウンドを提供している。 
 第 3章は民族宗教派の遺族の語りや墓石・記念碑上の記述という言語資料をもとに、彼／彼女らの
宗教政治的イデオロギーの構築・再構築を分析した大変興味深い章である。ただし、そうした卓越し
た着想と考察に対して分析の方法論について疑問点が散見された。まずインタビューの手法について、
聞き手と語り手との関係性、語り手の発話への現実の反映の程度、語り手の認識やポジショナリティ
の揺らぎというオーラル・ヒストリー研究一般にみられる方法論的課題への配慮がやや不十分な点で
ある。また、異なった種類の言語資料を同一の分析類型に組み込む手法も、語りを伝える媒体の性質
の多様性を捨象している嫌いがある。第三章の分析にも通底する傾向として、今野氏は語られたもの、
表象されたものだけから民族宗教派の認識を理解しがちであり、民族宗教派の日常的実践自体を観察
し記述するような姿勢がより望ましい。もっとも、こうした方法論上の問題は、今野氏の今後の努力
によって十分改善できると考えられ、本論文の評価を揺るがすものでは全くない。 
 第 4章は、近年の違法入植地の維持戦略として登場した、世俗派と民族宗教派双方が居住する「混
住入植地」における両派の相互関係から混住入植地の占領過程にもたらす影響を批判的に考察してお
り、非常に含蓄に富むとともにこの種の入植地の拡大に警鐘を鳴らす論考である。とりわけ、こうし
た辺境地帯における入植地の展開と入植地内において居住者セクトの境界の融解という「越境」のプ
ロセスが、結果的にヨルダン川西岸地区における違法入植地の存在を正統化していくという結論には
非常に説得力がある。若干、「境界」、「景観」、あるいは「建造環境」とい分析概念の内実が十分に省
察されていない嫌いがあるが、第 3章と共にフィールドワークによる実証的研究として本論のハイラ
イトを構成している。 
 結論部分でも指摘されているように、本論文はこれまでの内外の研究で看過されてきた民族宗教派
によるヨルダン川西岸入植地での多様な空間的実践を活写した稀有な論考と言える。研究の視角はも
っぱらユダヤ人民族宗教派に向けられ、その差別と排斥の対象であるパレスチナ人はほとんど登場し
ない。その点では、パレスチナ／イスラエル問題における「悪＝イスラエル」の側を描くという今野
氏のやや二元論的な認識とポジショナリティが前面に出ている。しかし、イスラエル国内において民
族宗教派の人口比率は約 2割と推定されており、彼／彼女らの非常に攻撃的で反パレスチナ的な入植
活動がイスラエルの政治過程に少なからざる影響を及ぼしうることを鑑みると、本論文はパレスチナ
／イスラエル研究の今日的到達点を示す成果として、一日も早く公刊されることが期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
